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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

  錦江町『ＭＩＲＡＩ』づくりプロジェクト推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

鹿児島県肝属郡錦江町 

 

３ 地域再生計画の区域 

鹿児島県肝属郡錦江町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本町の総人口は減少傾向にあり、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計を用

いた推計によると、平成 27（2015）年の人口 7,923 人（平成 27 年国勢調査）から

令和 17（2035）年には 4,486人、令和 42（2060）年には 1,757人まで減少すると推

計されている。自然増減については、子どもを生み育てる世代「母親世代」の減少

等を背景とした出生数の減少、老年人口の増加を背景とした死亡者数の増加により、

昭和 63（1988）年以降、出生数が死亡数を下回る「自然減」が毎年続いており、2015

年には出生数 41名に対して死亡数 156名と△115名と、近年は年間 100人を上回る

「自然減」の状態となっている。社会増減については、近年は、転入・転出ともに

年による変動はあるものの「社会減」の傾向が続いており、特に平成 22（2010）年

から平成 27年（2010）年の純移動数（「転入数」－「転出数」）について、10～14

歳から 15～19歳になるときが△117人、15～19歳から 20～24歳になるときが△88

人と大きな転出超過となっている。 

人口減少の大きな要因としては主要産業である農業の衰退、立地企業が少なく雇

用の選択が限られているため、特に若年層の転出超過の状態が長年続いていること

が挙げられる。 

人口の減少により、個人消費が衰退することに伴い、生活サービスが低下し、更

なる人口流出につながるという悪循環を招くことが懸念される。 
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これらの課題を解決するため、農業を中心とした雇用創出や空き家情報の整備・

情報提供、移住者確保のためのＰＲ活動により生産年齢人口の流入促進や転出抑制

などによる社会動態の改善を図りつつ、安心して子どもを生み育てる環境を充実さ

せることで出生率の向上に取り組む。また、地域の実情に即した施策に取り組むこ

とで、住み続けたいと思える地域づくりを実現する。 

なお、これらに取り組むに当たっては、次の事項を本計画期間における基本戦略

として掲げる。 

・基本戦略① 『プロジェクト』を支える土台づくり 

・基本戦略② 『しごと』づくり 

・基本戦略③ 『なかま』づくり 

・基本戦略④ 『ひと』づくり 

・基本戦略⑤ 『新しい絆』づくり 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 

現状値 

（計画開始

時点） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 

町内10地区公民館ワクワク

まちづくり井戸端会議参加

率 

０％/年 10％/年 

基本戦略① 

人口 
7,923人 

 
6,078人 

年少人口 
817人 

 
594人 

生産年齢人口 
3,704人 

 
2,395人 

錦江町「未来」想像・創造コ

ンテスト提案数 
192件/年 200件/年 

志の高い取り組み報道数 60件/年 60件/年 

イ 農業産出額 111.3億円 118億円 基本戦略② 
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町内総生産 23,096百万円 24,610百万円 

新規就農者数合計 ７人 25人 

研修受入れ先農家数 １件 ５件 

新規起業数 ６件（法人） 30件 

新規雇用者数 ２人 10人 

納税者一人当たり課税所得 2,483千円 2,600千円 

ウ 

社会増減 △63人 △30人 

基本戦略③ 
施策効果流入者数 16人 40人 

空き家バンクによる合計契

約件数 
19件 40件 

エ 

育児世代転入転出増減 △８世帯 ＋５世帯 

基本戦略④ 

出生数 33人 57人 

第３子以上の出生率 28.57％ 40％ 

多世代型同居世帯の増加数 △16世帯 ３世帯 

役場職員採用試験応募者数 29人/年 50人/年 

オ 

自発的地域づくり事業 ０件 ４件 

基本戦略⑤ 

域内拠点施設数 １か所 ２か所 

小規模多機能拠点化 ０か所 １か所 

錦江町ファンクラブ登録会

員数 
460人 500人 

大学等との共同プログラム

数 
５件 10件 

ＩＣＴワークキャンプ参加

者数 
０人 20人 

宿泊客数 5,632人 7,000人 

観光入込客数 388,068人 400,000人 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 
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５－１ 全体の概要 

５－２のとおり 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

錦江町『ＭＩＲＡＩ』づくりプロジェクト事業 

ア 『プロジェクト』を支える土台づくり事業 

イ 『しごと』づくり事業 

ウ 『なかま』づくり事業 

エ 『ひと』づくり事業 

オ 『新しい絆』づくり事業 

② 事業の内容 

ア 『プロジェクト』を支える土台づくり事業 

町民と行政が本町の置かれた現状や危機感を共有した上で、町の『未来』

を決める意思決定に老若男女参画を促す事業。 

     【具体的な取組】 

      ・町内各セクター（各分野の組織や個人）の『接着剤的人材』の養成 

・協議会と町内各セクターの連携強化 等 

イ 『しごと』づくり事業 

農業・水産業・サービス業と技術革新との融合を新たな着想でつなぎ合

わせる取組みや高付加価値ビジネス起業希望者の誘致、鹿児島県の地理的

条件を最大活用し、アジア新興国や沖縄県を近い将来の有望市場と捉え、

利益が創出できる産品による安定的な輸出体制構築等、複層的かつ複合的

な支援展開を行う事業。 

     【具体的な取組】 

      ・企業経営型農業と家族経営型農業の支援 

・伝統的農法・技法のデータベース化   等 

ウ 『なかま』づくり事業 
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国内外問わず、本町に移住してもらいたい属性の方々にＰＲすることで、

本町の『想い』や『実践活動』に共感してくれる高い志のある若者を本町

の仲間としてやわらかく受け入れる体制を構築する事業。 

     【具体的な取組】 

      ・町民への移住者受入れ意向調査 

・移住者視点に立った『空き家バンク』登録制度構築 等 

エ 『ひと』づくり事業 

世代・性別・立場を問わず、それぞれが明確な役割を担い、地域運営へ

積極的な参画を促す為の啓発活動や、高齢者による社会貢献型小規模事業

起業の為の理解促進啓発、年少世代や若者を対象とした世界に通用する人

材育成を行う事業。 

     【具体的な取組】 

      ・婚活事業の実施 

・子ども医療費助成 等     

オ 『新しい絆』づくり事業 

高度情報通信技術や新たな集落機能支援手法など、新たな繋がり方を積

極的に導入し、既存事業と複合的に組み合わせて繋げることで、町民が『支

え合い』を実感し、安心して生活できるゆるやかな絆づくりを町内に横断

的かつ複層的に推進する事業。 

     【具体的な取組】 

      ・地域の想いに応じた中学校跡地の活用 

・地域公共交通の整備 等 

    ※ なお、詳細は錦江町総合戦略（第２期）のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の数値目標に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

400,000千円（2020年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度９月に産官学金労言士及び住民で構成する「錦江町地方創生推進委

員会」で評価・検証を行い、検証後速やかに町ホームページで公表する。 
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⑥ 事業実施期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 

 

５－３ その他の事業 

５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

該当なし 

 

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

該当なし 

 

６ 計画期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 


